









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































855） 5１ 5０（854） 
由■■』己■■■口■日日■００１１００口０２００１０
中世後期ニュルンベルクの都市貴族と「名誉」 (田中）
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
都
市
統
治
は
、
都
市
参
事
会
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
都
市
参
事
会
は
大
参
事
会
と
小
参
事
会
と
に
わ
か
れ
る
。
た
ん
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
都
市
参
事
会
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
統
治
機
構
の
中
枢
で
あ
っ
た
小
参
事
会
の
ほ
う
を
さ
し
た
。
都
市
貴
族
は
、
こ
の
小
参
事
会
に
所
属
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
小
参
事
会
に
家
族
の
成
員
を
お
く
り
こ
む
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
都
市
貴
族
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
。
以
下
、
個
別
に
統
治
機
構
を
み
② 
てみよう（図参照）。
ま
ず
大
参
事
会
で
あ
る
。
大
参
事
会
は
、
ゲ
ナ
ン
テ
ン
と
よばれる三○○１四○○名のメンバーで構成される。
ゲ
ナ
ン
テ
ン
は
、
市
民
共
同
体
の
代
表
と
し
て
、
裁
判
に
お
ける証人、宣誓介助人、告訴人といった役目をはた
し
、
下
級
官
職
の
保
有
者
に
も
な
り
え
た
。
ゲ
ナ
ン
テ
ン
に
は
、
都
市
貴
族
家
系
の
若
手
成
員
や
富
裕
市
民
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
移
住
し
て
き
た
有
力
者
な
ど
が
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
成
功
す
れ
ば
、
小
参
事
会
メ
ン
バ
ー
へ
の
昇
格
の
道
③ 
ていく機能キーはたすと同時に、都市権力機構に接近するための登竜門でもあったといえる。
｜方の小参事会（内部参事会ともいう）には、まず一一六名の市長がおかれたｐ古参の市長（シ］〔の『の口、言の目の亘の【）と新参
の市長（］目、の回国曰、の目の】の回）がそれぞれ一一一一名ずつである。実務は各グループから一名ずつ、計一一名（四週間交代）に
よって行政、裁判、外交などが統括された。かれらはゲナンテンのなかから六’八名の傑出した人物を「古参のゲナンテ
ン（二目○の自目§）」に任命し、小参事会における議席と投票権をあたえた。また一一一一七○年以降、八名の手工業者出
身のゲナンテンが小参事会に選出された。かれらは市長や「古参のゲナンテン」と同等の権利を有していたが、実務から
は除外されていた。これらおよそ四一名が都市統治の中枢である小参事会のメンバーであった。
さて、この小参事会とは別に、より高次の統治機関として、小参事会員のなかから選ばれた七名の古参参事会員
（害の『のご国の【『ｇ）が構成する最重要委員会が存在した。七名の内訳は、名望のある市長から六名、経理官として、手工業
者出身のゲナンテンから一名である。六名のなかからは、さらに、外交政策に権限をもつ一一一名の最高司令官、またさらに
そのなかから、ローズンガーとよばれる一一名の財政行政官が選ばれた。七名の古参参事会員は機密参事会を組織し、小参
事会での協議にさきだって重要事項を調査・協議した。そのさい、古参参事会員は、すべての場合において、その裁量・
責任によって都市の繁栄、すなわち公共の福利を促進する権利・義務を負ったのであり、それゆえ、都市の財政・外交政
策において最も重要な役割を担っていたといえる・
ローズンガーは、ローズング、すなわち都市資産税の徴収、金銭の保管・管理をおこなうと同時に、都市のすべての収
入の管理、あるいは出費の賄いを委ねられた最高官職である。市庁舎に設置された執務室に隣接する部屋には、都市行政
にとって重要な、都市の各種文書、特許状、債務記録、受領証、請求書、書簡、帳簿類とともに、ローズンガー自身によ
って書かれた収入・支出の記録が保管されていた。一一一一八六年以降、一一一名おかれていたローズンガーは、他のすべての官
職と同様、毎年、小参事会によって選出されたが、実際のところは同一人物が再選される終身保有の官職であった。｜一一名
も
開
か
れ
た
。
し
た
が
っ
て
大
参
事
会
は
、
市
民
を
統
合
し
二
）
都
市
統
治
機
構
口
①
｜
侭
⑥
函
日
③
｜
④
 
⑦ 
￣ 
三
⑦ 
〉
□
－
工
十
コ
一
コ
▲
巴
『
属
筐
梶
ン
５ 
００－４００毛
図ニュルンベルクの統治機構の構成
5３（857 5２（856） 
(田中）中世後期ニュルンベルクの都市貴族と「名誉」 のうち一一名は上級ローズンガーとして、先述したように、一一六名の市長のなかから選ばれて実務を担当したが、残りの一
名は手工業者出身のゲナンテンから選ばれたものの、さしたる役割を担うこともなかった。したがって、以下、ローズン
ガーを問題にするさいには、一一名の上級ローズンガーをさしていることをことわっておきたい。
ローズンガーは、都市参事会員のだれも知らない都市の財政状況を知っていたばかりでなく、都市のすべての官吏の行
動を点検し、容易に文書類を調べることによって都市行政の実際をつぶさに見通すことができたといえよう。ローズン
ガー職には、都市参事会員から最も高い信頼がおかれたのであり、ローズンガーはこのうえない社会的な名声と信頼をえ
ていたのである。
このように、ニュルンベルクの都市統治機構のなかで最高の政治的名誉を授かったのは、まぎれもなくローズンガーで
④ 
あった・ショイルルは「書簡」のなかで、ローズンガーをつぎのよ》７に位置づけている。
しかし一方で、かれらが日々その名誉を増やしていけば、新参の市長から古参の市長に、古参の市長から七名の古参参事会員にな
り、そこからさらに最高司令官、そして最後にローズンガーに選ばれることができる。それゆえわれわれになんらかの偉業があれ
ば都市参事会員でいられるし、より多くの偉業があれば古参の市長になることができるし、しかし最大の偉業をなせば古参参事会
⑤ 
員もしくはローズンガーになることができる。
このように、ショイルルは、都市参事会の官職をひとつの出世コースととらえ、その終点にローズンガーをすえる。そ
してそこに行きつくには、名誉を維持・増進していくことが不可欠であった。しかし、その可能性については、シヨィル
ルはつぎのようにとらえている。
その場合、もうすでにわれわれの都市には多くの門閥が存在し、そこから都市参事会が確保されるが、しかしさらに古参の市長身
分に昇進できない者はたくさんいるし、門閥でも七名の古参参事会員にうけいれられる者はごくわずかである。さらにわずかなの ⑥ 
が、そこから最高司令官にうけいれられる者であるし、またしかしそこからローズンガーに選ばれることはまずほとんどない。
ショイルルが認識しているとおり、ローズンガーヘの昇進の可能性はこのうえなく小さいものであり、しかも先述した
ように、一度ローズンガー職についてしまえば、終生そこにとどまることができたため、それ以外の人物がローズンガー
職につく可能性は、皆無に近かったといえる。
三
）
名
誉
の
喪
失
さて、以上のようなニュルンベルクの都市統治機構の概要から、都市貴族が所属する都市参事会（小参事会）において、
ローズンガー職が最高の名誉を享受していたこと、しかもローズンガーヘの昇進は段階的で、きわめて狭き門であったこ
とが確認できた。そこで、それらをふまえたうえで、つぎにしなければならないのは、高度の政治的名誉を享受したロー
ズンガーと都市貴族の関係を、具体的な政治行動のなかで明らかにすることであろう。ローズンガーに限らず要職就任者
は、その職務の執行によって、個人的に大きな政治的名誉を享受したが、それと同時に、都市の名誉、公共の福利といっ
たものを維持し増進きせる義務を負った。個人の政治的名誉が高まれば高まるほど、都市の名莞巾への責任も重くなったの
であり、その意味で、個人の政治的名誉と都市の名誉とは連関しあい、不可分の関係にあったといえよう。
例えば、行政・財政・外交といった面で、都市の名誉が万一そこなわれた場合には、当然のことながら、個人の政治的
名誉も著しくそこなわれることになった。個人にそなわる名誉は、たいへん傷つきやすいものであり、名誉が傷ついた、
⑦ 
あるいは傷つけられた場合には、ただちに名誉宮回復をしなければ、身分的な存立基盤すら失われることになった。したが
って名誉とは、名声・威信の賜物であるとともに、個人の政治的・社会的地位をも左右しうるものであったといえる。し
かも、名誉が前面に出てくるのは、とりわけ、個人の、あるいは集団の名誉が脅かされたり攻撃されたりして葛藤が生じ
③
 
た場〈ロである。それゆえ、都市貴族世界における政治的名誉についても、名誉の喪失という場面において考察することが
妥当であろう。以下では、ムッフェル家とテッッェル家という、ニュルンベルクのふたつの都市貴族家系における政治的
－０１０－１０■０６△５１０１０５■ＢｄＵ０■■■■■■■■凸■０１■■■ⅡＢＵａＵｆ■■８９日。■■ＢｉｌＰ００ＬＢＩ１０Ｉ０■■・ＣＤ〃７－□
858） 5４ 
5５（859） 
Ｉ ’四五一一年一一一月ローマに赴いたムッフェル自身、この栄誉をたいへんな勝りとして覚似Ⅱ（○のｑの二宮・言に記している。ニ
ュルンベルクに帰還したのは、最終的に一四五五年のこと、都市参事会はかれの外交活動に満足していた。かれは課せら
れた任務の遂行に成功したのである。一四五七年、第一ローズンガーに選出されたムッフェルは、第一一ローズンガーとと
もに都市参事会の、ひいては都市の首位に立った。かれは都市の最高官職の獲得によって、すべての名声・威信をそなえ
たと同時に、豊かな封土、大勢の子供にめぐまれ、ニュルンベルク近郊の一豪邸に居住した。
しかし一四六九年、突如として悲劇的な失脚を迎える。公金横領ならびにニュルンベルクのブルクグラーフでもあった
ブランデンブルク辺境伯への都市参事会の機密事項漏洩の罪に問われたのである。一四六九年一一月一五日に逮捕きれ、告
訴および審理ののち、一一月一一八日に窃盗のため絞首刑との判決、即日、刑は執行された。
公金横領の原因については、個人的な借財のためだとする説が有力である。さまざまな要因による経済的窮地のなかで
腓一四六八年夏、市庁舎にある執務室の金庫から一○○○グルーナンを盗んだというのである。しかしそのことは、さしたる
』湖問題ではない。むしろ、年代記作者のヨハンネス・ミュルナー（一五六五’’六一一一四年）が記しているように、都市の最高
路権力者たるローズンガーであったムッフエルが、「屈辱的な処罰」をうけたということのほうが問題である池。かれが絞
と鰍首刑に処されたことはおろか、処刑されたことすら、だれも予想しえなかったほどのこの結末は、どのように導かれたの
⑬ 
洲か。以下、ミュルナーの記述にもとづいて、ムッフェルの処刑にいたる経緯を考察してみよ、７。
のけ一四六八年六月、公金横領の疑いがはじめてかけられたとき、ムッフェルにとって、ニュルンベルクではまざるものの
禿ない地位にあったこと、最高の名誉を享受していたことが幸いした。第一一ローズンガーであったアントン・トゥーハーが、
ルュ七名の古参参事〈云員に報告したところ、みなおなじく驚情したものの、いましばらく事を表沙汰にしないように決められ
―― 剛た。そして数週間後、執務室の金庫が一○○○グルデンとともになくなっていたときも沈黙が守られた。トゥーハーが金
世中庫の所在をたずねたところ、ムッフェルは、両替商に手わたしたと答鱈えた。それは明らかに虚偽の供述であったが、ト
失脚事件をとりあげ、それぞれが都市統治機構のなかでどのような様態をしめし、そこに他の都市貴族とのどのような関
係がみいだきれるかを分析する。しかしそれは、たんに政治的に失脚したというだけの意味合いでとらえられるべきもの
ではなく、ともに、同旨の□い：｛の、すなわち、名誉剥奪刑、不名誉な罰というレッテルがはられている点で、名誉の問題
と密接に結びつく・名誉が日常のあらゆる行動を規定していたことにまちがいはなく、都市貴族どうしのあいだでも、名
誉にかんする係争は日常茶飯事であった。しかし、こ｝」では都市統治における政治的な文脈でのみ問題にすることにした
①
ム
ッ
フ
ェ
ル
家
⑨ 
ムッフエル家は、一二八六年にニュルンベルク市民として文書にはじめて登場した最古参の都市参事会家系である。お
そらくミニステリアーレン出身であり、’’一一世紀後半にニュルンベルクに移住、形成期の都市参事会家系にうけいれられ
た。一一一一一八年にはすでに、都市参事会の成員として登場していた。
’一一代目のニコラウス・ムッフェル（’四一○’’四六九年）は、皇帝と親交のあった祖母のもとで成長、一四一一五年には
すでに相当の所領財産を相続し、一一一歳のときにマルガレーテ・フォン・ラウフェンホルシと結婚、一四一一一一一一年には都市
参事会員に選出された・以後、終生とぎれることなく都市参事会に所属することになった。’四四一一一年には古参の市長、
一一年後には七名の古参参事会員のひとりに選出された。以降、たびたび帝国都市ニュルンベルクの外交代表として活動す
る・一四四四年からおよそ四年間は、帝国都市ウルムにおいてシュヴァーベン同盟におけるニュルンベルクの利害を代表
した。一四四九年のマルクグラーフ（辺境伯）戦争（第一次）勃発後は、ウィーンの国王宮廷に派遣され、ニュルンベルク
にとって有利な結果になるようフリードリヒ一一一世に働きかける役目を担っｍ・外交代表としてのクライマックスは、国王
のイタリア行きへの参加であった。ニュルンベルクの代表団の長、また皇帝戴冠のための帝国財宝の携行の立任者として
し１
０ 
ｌ０６０ＩＩＩ１０ｌ■■■ＰⅡ０１■■０■■●■Ｉ■■曰■▽▽●０■■■■■■Ｂ０００Ｉ０１‐Ｉ‐１０日■□００Ⅱ０口ⅡＤＢ■■■ロロ■Ｄ０Ｊｒ０リ００口■■■■Ｕ■■■■Ｕ０■▼－■Ｐ０Ａ０ＩＩ９Ｉ０‐１０］‐‐１－１１－Ｐ
5６（860 
861） 5７ 
中世後期ニュルンベルクの都市貴族と「名誉」（田中）
②
テ
ッ
ッ
ェ
ル
家
テッッェル家は、もともと商業で名をなし、一一一一四三年にはじめて都市参事会に登場、一一一一七○年以降はつねに、少な
くともひとりは一三ルンベルク都市参事会のなかの最重要統治機関のメンバーを輩出した古参の有力な都市貴族家系であ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
ロ
ー
ズ
ン
ガ
ー
ヘ
の
こ
の
対
応
は
、
も
は
や
こ
れ
以
上
の
大
窃
溢
の
被
得
を
う
け
ず
に
す
む
結
采
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
都
市
の
名
誉
が
こ
れ
以
上
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
免
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
が
、
ム
ッ
フ
ェ
ル
は
は
た
し
て
公
金
横
領
の
た
め
に
処
刑
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
理
由
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
、
同
時
代
人
に
残
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
か
つ
て
同
様
の
権
力
者
た
ち
は
、
い
ず
れ
の
都
市
に
お
い
て
も
、
こ
こ
で
立
証
さ
れ
た
よ
う
な
過
失
で
は
、
絞
首
刑
に
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
な
じ
一
四
六
九
年
に
、
ム
ッ
フ
ェ
ル
は
潔
白
で
あ
り
、
政
敵
ア
ン
ト
ン
・
ト
ゥ
ー
ハ
ー
、
ヨ
ブ
ス
ト
・
テ
ッ
ッ
ェ
ル
の
陰
謀
の
犠
牲
と
な
っ
た
、
と
い
う
内
容
の
民
衆
歌
⑭ 
謡が生まれた。ムッフェルの処刑後、トゥーハーが第一ローズンガーに昇格したのは事実である。歌謡の作者の四四口の
⑮
 
ロケの［『急の【ｏ茜は、ムッフェルの名声・名誉が無傷のままそこなわれていないとのべる。その判断は、ここでは保留せざる
をえない。ただし、失われた名誉は、その後、回復され、息子のひとりガブリエルは「古参のゲナンテン」として都市参
事会に復活し、孫のヤーコプは市長から七名の古参参事会員のひとりになっている。いずれにせよ、一一コラウス・ムッフ
ェルの名誉喪失が、同時代認識にもあらわれているように、ニュルンベルクの都市貴族家系の対立関係のなかに位置づけ
ら
れ
る
と
考
え
る
の
は
、
あ
な
が
ち
は
ず
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
しかし、その都市貴族家系の対立関係には、それを生み出した構造的背景がともなっていると考えられる。名器喪失の
意味を明確にするためにも、その点をさらに探ってみる必要があろう。そこでつぎに、都市貴族家系テッッェル家の場合
を
み
な
が
ら
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
もう一度、横領事件を議題にし、それにもとづいて都市参事会はムッフェル逮捕を決定した。ムッフェルは尋問され、横
領を白状した。かれは蹟罪として弁済を申し出たが、救われなかった。裁判は絞首刑の判決を下し、即日、執行されたの
である。
ムッフェルは、長年にわたり、さまざまな人的結びつきによって育んできた個人の名誉を、みずからの過失によって消
耗させたといえよう。そこには、都市の機密事項の漏洩による都市の公的利害への侵害という決定的な弾劾理由が存在す
る。しかしここで、都市参事会内部においても広範に存在していた都市貴族どうしの対立関係を無視することはできない。
一度は事を表沙汰にしないなど、最高官職保持者の名誉への配慮をみせたものの、ミュルナーが指摘しているように、か
れの人的結びつきがもはや、かれの助けとはならないことを政敵が察知するや、たとえローズンガーであれ、みずから名
誉を消耗した人間を、その官職から、そして人生からも追い落とすべく、機会をのがさず利用したのである。ムッフエル
は一般の窃盗犯とおなじく絞首刑となったが、刑の決定までの審理はきわめて短期間であり、しかも刑の執行は、敏速に、
人びとの注目を集めることもなくおこなわれた。それは、時間をおいて刑への掛酌がなされることを避けるためであった
一四六九年一一月、ムッフェルが都市参事会の機密事項の漏洩を認めたとき、はじめて横領が問題となった。辺境伯とつ
ながりをもつ聖エギディエン修道院長に都市参事会の決議文書を渡したことを白状したことでムッフエルは都市参事会
を追われ、残りの都市参事会員は、かれに対し今後どのような措置をとるぺきかを協議した。これを機に、トウーハーは
ウーハーはそれ以上の釈明を求めることを避けた。ムッフェルには皇帝の宮廷や上級貴族に後ろ楯があり、公訴すること
は困難であった。古参参事会員たちは『金銭問題のために皇帝や上級貴族との抗争を招くことを望まなかったのである。
そのため、ムッフェルヘの審問の過程では、事態の公表を回避し、沈黙を守りつつ成り行きを静観していたこと、執拘な
追及も避けたことなど、この時点では、ムッフェルの名誉が傷つかないように、あらゆる配慮がなされていたことは注目
に
値
し
よ
う
。
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中世後期ニュルンベルクの都市貴族と「名誉」（田中）
と、対外的な緊迫下にあった都市という文脈のなかでとらえることができよう‐
テッッェル家は、’五○○年頃より、グレーフェンベルクにおける裁判権・統治権をめぐり、またおなじグレーフェン
ベルクを領有するヴォルフ・ホルッシューハーとの抗争をめぐり、都市参事会としばしば意見が対立していた。’五○七
⑲ 
年九月、ある抗争に対して都市参事会はホルッシューハーに有利な決議を下した。それに反発したテッッェルは皇帝の宮
廷裁判に提訴した。しかしそれは帝国都市の裁判権および自治への公然たる攻撃であるとして、都市参事会はテッッェル
家のヴォルフとミッヒェルに、八日以内に出頭し、弁明することを要求した。しかしふたりはそれを拒絶したため、今度
は逮捕命令が出された。そこでふたりは、’五○七年一○月、グレーフェンベルクとその他の所領のすべての荘民ととも
に、封主である辺境伯の保護下に入った。そしてしかも、ニュルンベルクの上級統治権（Ｓのｓ・言［）を辺境伯に譲渡し
たのである。これに激怒した都市参事会は、二ヶ月前にローズンガーに選出されたばかりの、ふたりの従兄弟にあたるア
ントンに対し、最高司令官職、それに機密参事会のメンバーとしての職務を解いた。やがてミッヒェルが逮捕され、これ
ま
で
の
す
べ
て
の
行
為
を
取
り
消
し
、
復
讐
断
念
の
誓
い
を
し
た
う
え
で
、
都
市
へ
の
新
た
な
誓
約
宣
誓
を
す
る
ま
で
拘
置
さ
れ
た
。
｜
方
の
ヴ
ォ
ル
フ
も
逮
捕
さ
れ
、
こ
う
し
て
事
は
い
ち
お
う
落
着
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
事
件
の
前
段
階
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
同
様
の
こ
と
は
、
他
の
都
市
貴
族
家
系
に
も
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
テ
ッ
ッ
ェ
ル家にとっての事件は、ローズンガーに就任したアントンの身におこった。先述したムッフェルの事件と、どのような対
比がみられるであろうか。以下、やや煩雑な経緯を略述しておこう。
アントン・テッッェル（一四五九’一五一八年）は、’四八○年に「古参のゲナンテン」として都市参事会に登場し、一
五○○年には機密参事会のメンバーに、一五○五年には最高司令官、一五○七年八月にはローズンガーにと、都市統治機
構の頂点に登りつめた人物である。先述の事件で一時的に失脚した後、ローズンガー職に復帰し、’五一○年以降には、
さらに鍵（の＆旨のの」）管理官、採石場行政官、聖クララ修道院およびグナーデンベルク女子修道院の監察官をもつとめた。
⑯ 
る。ニュルンベルク周辺には、小都市グレーフェンベルクをはじめ多くの領地を所有、またプランデンブルク辺境伯の封
臣でもあり、一四七○年以前にはフランヶンのラント貴族とたびたび婚姻で結ばれていた。その関係もあってか、テッッ
ェル家は外交において重要な役割をはたした。とくに一四世紀後半以降、ニュルンベルクは市外に領域を拡張していき、
ひとつの領域国家を形成していたが、マルクグラーフ戦争以降、近隣諸侯とのあいだに絶え間ない不和が生じており、辺
境伯とも緊張関係にあった。辺境伯領はニュルンベルクを一一一方から取り囲んでおり、森林罰令（禁制）権（句・【切言目）や
上級・下級裁判権などをめぐってニュルンベルクと小競り合いをくりかえしていたため、都市にとっては、権利の防衛、
強化の必要があったのである。一四五三年、ヨブスト・テッッェルはニュルンベルクと辺境伯とのあいだの平和協約に貢
献し、辺境伯に歓迎きれた。以後のテッッェル家の繁栄は著しく、’五○○年前後Ｐ孫のアントンの頃には、テッッェル
家
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
の
影
響
力
は
決
定
的
に
な
っ
て
い
た
。
ところで、ニュルンベルクはその領域拡張にさいし、ランデスヘルシャフト（領域支配）体制の整備を課題とし、徴税、
⑰ 
兵営徴発に腐心した。都市貴族家系の市外所領は、｜部に諸侯のレーエンを含みつつ“も増加し、一五世紀中葉にはすでに、
およそ一一一○○○名の荘民（四三：…⑩口）が各地に保有されていた。その背景には、各家系が都市においては市民、自領に
おいては封建領主として存在し、都市統治機構への影響力を増大させるためには、領地および支配権の拡大、それにとも
なう財産基盤の確立が必須であったという実情があろう。その苔い、多大なリスクをともなう商業資本よりも、領地経営
による封建的資本のほうがはるかに安全であることを認識した都市貴族が、市外所領の拡大によって、しだいにラント貴
族
化
の
傾
向
を
し
め
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
お
き
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
フ
ェ
ス
テ
ン
・
ホ
イ
ザ
ー
と
よ
ば
れ
る
軍
事
施
設
が
、
⑬
 
都
市
貴
族
の
領
地
に
存
在
し
た
場
合
、
緊
急
時
に
は
い
つ
で
も
都
市
軍
隊
に
開
放
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
都
市
貴
族
の
私
的
●
な
利
害
よ
りも、都市の公的な利害が優先されたのである。こうしたなか、都市当局と各都市貴族家系、あるいは都市貴族のあいだ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
を
め
ぐ
り
、
し
ば
し
ば
対
立
関
係
が
生
じ
た
。
以
下
に
み
る
テ
ッ
ッ
ェ
ル
家
の
事
件
は
、
ま
ず
こ
の
よ
う
な
助
向
の
も
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中世後期ニュルンベルクの都市貴族と「名誉」（田中）
を傷つけたことが問われ、すべての職務から解任された。公式の判決は下されず、アントンは監獄にとどめおかれ、親族
の面会も許可されないまま、一五一五年一月末、別の監獄に移され、そのまま、一五一八年一月二七日、獄死した。
後年の旅行記などには、アントンは、先述のムッフェルとともに、不遜な人格、都市を辺境伯に譲渡しようとした極悪
非道の背信者として登場する。したがってその行為は厳罰に値するというのである。しかし、如上の経緯をそのような文
脈でのみとらえることは、妥当ではない。むしろ、ムッフェルの場合とおなじく、都市統治機構のなかでの都市貴族の対
立関係という文脈に位置づけられるべきであろう。アントンの失脚および名誉喪失は、ヴォルフ・ホルッシューハーの告
発がきっかけとなったのであり、ここでは、どのような理由で告発されたのかをおさえておく必要があろう。
ホルッシューハー家は、一二一一八年にニュルンベルク市民としてはじめて文書に登場する最古参の有力な都市貴族家系
⑳ 
であった。ヴォルフはこの家系の一員であったが、自身は大参事〈玄のメンバー、その他いくつかの官職を保有するにすぎ
ず、いまだ都市貴族として統治機構に影響力をもちうる地位になかったといってよい。ホルッシューハーの所領のひとつ
はグレーフェンベルクにあり、テッッェル家の領地に隣接していたため、統治権・裁判権などをめぐって、長年にわたり
紛争が絶えなかった。そうしたなか、’五一四年のふたつの告発内容は、ともにグレーフェンベルクの領地をめぐるもの
であったと推定できる。すなわちアントンが相続した財産の隠蔽とは、グレーフェンベルクにおける領地をさし、隣接す
るホルッシューハーの領地の権益を侵害するものでありえたということ、またアントンが機密参事会の権利をグレーフエ
ンベルクの従兄弟に授与したとは、機密事項を従兄弟にもらし、ホルッシューハーの利益をそこなう危険をあたえたとい
うことが考えられる。これは都市の権利拡大を妨げる行為とされたが、ホルッシューハー家自身の利害にかかわるもので
あったと考えられよう。機密事項の辺境伯への漏洩という、のちの風評は、テッッェル家と辺境伯のあいだの緊密な関係
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
このように、テッッェル家の場合も、その政治的名誉は都市貴族家系のあいだの対立関係のなかでそこなわれたといつ
このように多大な名誉を享受していたアントンを、一五一四年二月一四日、先述のヴォルフ・ホルッシューハーが都
市参事会に告訴した。アントンはすでに、一五一三年、帝国都市アウクスブルクの市民の陳情により、ニュルンベルク近
⑳ 
郊に所有していた荘園を強奪したことを、都市参事〈室から答められていたし、一五一四年一○月五日には、グレーフェン
⑳ 
ベルクの従兄弟の相続権裁判という個人的な問題のために都市業務を怠ったことで、警笙ロをうけていた。そして今度は、
まず遺産の記された文書を所持したまま改霞し、うけとった遺産を隠蔽（横領）した、またその地位を利用して機密参事
会の権利を従兄弟に授与したとの疑いで告発されたのである。それらはいずれも、とくに後者はグレーフエンベルクの臣
民への徴税権の獲得をめざす都市の努力に反するということで、都市統治権への背信・抵抗であるというのである。ホル
ッシューハーは、アントンが従兄弟にあてた摩自筆書簡を証拠として提示した。
同日、決議によりアントンは逮捕され、二日後には監獄に移送された。その言い、すべての都市参事会員と監視団に絶
対秘密保持の誓約が課きれた。市民にはほとんど情報公開されないまま、審理は特別に選ばれたふたりの都市参事会員に
⑳ 
よって進められた。アントンは当初、自身の無実および相手の陰謀を強調し、告発に抗議した。’一月一二日の審理では、
新参の都市参事会員とのあいだの贈賄が問題にされたが、アントンは否認した。当局としては、あらゆる方向からアント
ンを追及しようとしていたことがわかる。しかしそのさいに守秘義務が徹底されるなど、ここでも名誉への配慮がよみと
れる。’二月六日、プランデンブルク辺境伯がニュルンベルク都市参事会を個人的に来訪し、アントン逮捕について釈明を求
めた。さらに、みずから仲裁を申し出て、アントンの解放を要求したが、都市参事会はこれを拒否した。すると辺境伯は、
皇帝への働きかけをほのめかした。都市にとって、このことは都市自治への皇帝の介入を意味したのであり、避けられな
ければならなかったであろう。それをうけて、なにがおこなわれたのか、史料には明示されていないが、一二月九日には、
アントンの自白がひきだされた。機密参事会の情報の漏洩と贈賄とによって、市民および都市参事会員として都市の名誉
6３（867 6２（866） 
’ 中世後期ニュルンベルクの都市貴族と「名誉」（田中） こうした抗争は、これらの例にとどまらない。都市貴族家系のあいだにおこった大小さまざまな紛争は日常茶飯事であ
った。ここであげた事例は、ローズンガーという都市統治機構の最高官職ですら、容易にその政治的名誉を奪われえたこ
とをしめすものである。しかし，そこには都市の領域政策という対外的な背景をともなっている。とりわけ一四世紀後半
以降、領域支配の拡大という都市の公的な関心と結びついて、都市貴族による個別的な市外所領の獲得は、かれらの政治
的．社会的影響力の基盤としても重要な意味をもった。しかしかれらの市外所領は、都市の公的利害および都市貴族相互
の利害において、たえずトラブルを生ずる可能性をはらんでいた。こうした事情から、都市貴族どうしの緊迫した競合関
係のなかで、都市貴族を特徴づけていた政治的名誉は、ライバルを攻撃する手段となり、しばしば容易に喪失させられた
と
い
っ
て
よ
い
。
⑮口一一のロ・『。Ｐ幻・く（西甲）し時鳶８１§§『蔦島§、こすＣ、§＆§己・ミ
】四・ｓ時局口」ロ》「》贋討旦可只、」・」・》Ｐの」でＮ」、》」、の、》の．、の①。
⑯テッッェル家については、の［・の言の『・戸幻鳥目〔の『のの、のＰ可四目，
い』Ｓ‐］台．ここでは、の』屋・他に、デュルメン、加州小Ⅱ、’一六
三
ペ
ー
ジ
以
下
も
参
照
。
③デュルメン、前掲書、二六四ぺ１ジを参照。
⑨ムッフェル家およびニコラウス・ムッフェルについては、雷日◎ず，
目自Ｐ○・・口の司目〕」一一の巨巨｛｛の一目宣旨の」囚］（日）】貝』こくｗ」くら（」しｇ）・
の・ロヨー四℃、一［ヨケ。｛｛》○ヶく．．、９菖員⑩』「騨司急内「函ｑ自切：§｛９３§，
鳥、§》冒日丘の【ぬ』＠ｍＰいい①｛［を参照。
⑩マルクグラーフ戦争については、言ヨヶ四画い【『】の、、の、のロュのニ
ン｛日【ぬ日｛のロエ］ずＨｍｏ言（シＯ三一一ｍｍ）くｏｐｍＢｐ」のロケ口伝］Ｐ一℃ロロユ］←⑰Ｐ
冒匂３割・巴・Ｐの．①い‐団○を参照。
⑪○のＱのロ厚巨、ぎく・亘冨８ｌｇｍＥＰ｛｛の一（］忌図）》冒陣○守・巴』］．｜Ｐ
＆、‐「臼・本文の前に、編纂者へ１ゲルによる解説がついている。
⑫巨巨ロの『》］ｊＣ（、津ミミ図島、丙凰＆』息凰冒３爵囚ご§Ｓ毘巴・Ｐ・
の・ロゴ、１，巴・ここでは、の．、巴・
⑬ミュルナーの記述は、ヘーゲルによる解説とともに、匂○ず巴・
巨旦の『巴１コ「にも収録されている。他に、四局、二日目Ｐ口・ＰＰの・
い］』「圏ロー幻・関の》ＰＰＰの」い『‐］と・も参照。
⑭アントン・トゥーハーは、第一ローズンガーを没年の一四七七年ま
でつとめた。なお、長男のアントンニ世は、一四七七年（当時一九
歳）から四七年間、小参事会に議席を占め、そのうち（後半の）二○
年間は、ローズンガーとして都市統治の頂点に立った。Ｑ・［の》：ｐ．
ｍ．一ｍ一冨口、○房の》向・》Ｃ詩、ご菖辱冒冬、島忌唇＆§匂ロ島Ｓいも貸図
て
よ
か
ろ
う
。
①庁の口目：Ｐ』旨具ロ日、。
②以下の叙述はおもに、房２日目Ｐ匂ロ具の．①Ｐ］量｛・』さ｛・による。
③史料において「都市参事会と市民」という場合の「市民」とは、全
市民のことではなく、かれら市民共同体の代表をさしたと考えられる。
円ののロ】ロ四口Ｐ図唇浸忌》の・＠ｍ．
④再○貢巴』］・》ロゴ①い
⑤」】の目旦の目呂の『【ｃ目の口目』［目の声の曰く。ご国、圏巨［四ｍ目ロの己のＰ
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⑰ニュルンベルクの市外領域にかんしては、Ｆの】の囚『三豊【・ヨョ目四一，
くの【｛口⑭、巨皀、】ヨトロロ」、の亘の［」の『幻巴○ケ②、国」［三日ロケの『函一》貝』【「〔】『のＣ
（」①『い）》の．、。①１，口」一己・一□回いい■ご」、の亘の［」の『内囚、豈切、白」〔ご豆目す、『、》
一員同ロユ『の、》宛。（四ｍ．）・」二膏「旨』§、忌菖昼、、「ョ》両『一四口、のＰ』＠℃Ｐの．
、図『１回①Ｐ【己の、の『》【・Ｉ句・》口芭『、の『一一Ｏラ臼Ｆ四口」すの、】百一日のロ弩曰】耳の］，
ロ一戸日》旨》の○ケ巨一㈱Ｑ四・ｌ【．（因、）》□写貝耳＆巴〔手ヨー贋暮凰崩観員、「尽冒旦冒
８、曾冒ミミ、「一Ｎ、具【○一Ｐ］＠ｍ。Ｐゴー①、．などを参照。
⑱フェステン・ホイザーについては、勺｛の）｛｛の「》Ｐ口の○｛｛の呂冒の①『
」曾幻の一○声②②国昌ｚご目ワの『ぬ一首》』ロ》「』属＆（感「（》回斡詐昌３町トロョ＆腰二・「‐
§§因」←（］①①←）・の」田Ｉ旨し．を参照。
⑲以下の係争については、ニュルンベルク都市参事会文書が原史料で
ある。本稿ではそれらを参照できなかったので、グレープナーの引用
にしたがった。
⑳グランダー家のアンドレァスとルーカスによるニュルンベルク都市
参事会宛の陳情書によれば、相続争いに乗じて、かれらの所領であっ
たニュルンベルク近郊のメーゲルドルフの荘園を強奪したという。荘
民が鍵（代理権を意味する？）を渡すのを拒んだので、アントンは武
装騎兵隊を派遣して即日、攻略し、投降・開放させた。抵抗した荘民
は捕らえられ、新領主への忠誠誓約を強要されたという。の『・のｇｇ
Ｐ四・○・一ｍ・画①、．
⑪警告の内容は、一族およびグレーフェンベルクの領民の利益を追求
することで都市参事会の利益に干渉しないようにということであった。
の【ｏのケロの【一四・四・○ｓの・四℃中．
一○ｍ戸口、の『ニミのＲユのロ【四口国．
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ケの②の［い戸夛「ご境戸｛】ロ」［円ロロロー『ユ。、ずく】一一」」のご」◎ず〔一己の一〔のＨＱｍｐｐ一回」ｍｐ
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」口『口巨頭・二四口」〕の⑭】すの口凹｝芹のロゲのＨ『ロロ」Ｂｂ［の①〕ロ函、『｝どのロ】ぬ》ぐ一一｛どのロ】ぬのＨ
ｍの］ロ」の『》ユ、門口ロ、」】の嵜口色でごロ叫口」の円、のロ。】ロのロー「のＨ」のロ》」のＨ回すの『」ｐＨ四巨頭
」】の一○ｍ巨口、の［、の要「の①」（一いの一口四日四一一の【肴のロ一ｍ⑭（のご・
⑦の］曰・ロ’旨目○二の昼一【》○の三』一斤目」両与『の一日⑰已［曰旨の一四一一の『一』９のロ
西目」三の『【四日、の】②ご】の一ｍ四ｍの一興冒恥い凰弓＆『（（『、ご由巨ミ回＆由’可ご『，
い＆忌菖因］、（」①＠］）『の』‐②』・ここでは、の．画一用○ｍｍの》］・》向可『くの【』の（‐
園宮口、の口巨ロ」向昌の彦冒口、の口冒己○一一二②◎ずのロ【○口｛｝』言の皀旨、已呼［日】【（の－，
四一［ｍＨ－－Ｏ二のロの画」（のＰ」目のｏ旨の日の円への○すこの『ずＯ｛｛（因、．）》｝母「時局尽些、手『風
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中世後期ニュルンベルクの都市貴族と「名誉」 (田中）
中世後期、「ツンフトなき都市」ニュルンベルクの都市貴族は、どのように存在していたのか。これまでおこなってき
た
分
析
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
まず、一六世紀前半に都市貴族家系が固定されるまで、一四・一五世紀の段階で新しい都市貴族家系がたえず創出され
ていった。その背景には、古参の都市貴族家系の断絶などにより、家系数の減少が著しかったということがあろう。家系
の断絶は深刻な問題であり、都市は、政治的指導層である都市貴族の数を維持すべく、ニュルンベルク以外に拠点をもつ
都市貴族や富裕な市民家系を参入させた。しかし、新たな都市貴族家系の参入は、従来の都市貴族資格に大きな変化をも
たらした。すなわち、一四・一五世紀の都市貴族に求められたのは、それまでとは異なり、富裕であるということであっ
た。商業の活性化にともない、富・財産を重視する社会的傾向が、都市貴族にも反映されたと考えられる。
つぎに、富裕であることは、政治権力の獲得のうえでも重要な意味をもった。都市貴族にとって政治的名誉とは、都市
貴族として存在するための根本的な価値であった。都市の領域政策と結合して、都市貴族は市外に広大な領地を所有し、
これを政治的・経済的な基盤としたのである。しかしこの市外所領は、都市全体としてではなく、個別の都市貴族が個別
に支配するものであった。したがって、都市と辺境伯のあいだの緊張関係のなかで、都市貴族の私的利害の追求によって、
市外所領は都市の公的利害をそこなうものにもなりえた。また私的利害が強ければ、そのなかで都市貴族相互の対立が生
じた。こうした都市の公的利害と都市貴族の私的利害のあいだの齪嬬が、都市貴族相互の利害対立、トラブルを生じさせ
た
。
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名
誉
は
支
配
の
正
当
性① 
をあたえるものであったが、その一方で義務をともない、個人において名誉』が無傷であることが権力行使の条件であった。
したがって、都市貴族の政治的名誉は、如上のような都市ｌ領邦間の構造的背景のもとで、都市貴族どうしの対立関係に
おいてまつさきに攻撃の的となり、容易に傷つけられ、喪失させられた。統治機構の最高官職（ローズンガー）ですら、
名誉の恒常的な安定は保証されなかったのである。この名誉の喪失が、都市の公的利害とつねに絡んでいたとするなら、
都市貴族的名誉とは、都市の公共性と不可分の関係にあったといいかえることもできよう。
こうしたなかで、一五二一年の舞踏条令における都市貴族家系の固定化は、どのような意味をもったのか。それまでは、
新しい家系の参入によって、都市貴族の、いわば新陳代謝が活発化しており、その一方で、都市貴族どうしの対立・抗争
も激化していた。こうした現実と並行して、｜方で市外所領の拡大によるラント貴族化、あるいはラント貴族との同格化
② 
が模索されるようになり、また一方で都市におけるこれ以上の政治的・社会的変動を避けようとする動きが進行する。そ
のため、都市貴族を特権的集団として隔絶しようと、ひとつの身分政策として、家系数を限定したと考えられよう。ただ
し、家系数の限定が現実にどの程度の意味をもちえたかは、なお検討を要する。
さて、このような都市貴族の実態を、ショイルルはどのようにとらえていたのか。「書簡」からも明らかなように、シ
ョィルルは、都市貴族の都市貴族たるゆえんを、出生身分の高貴さ、系譜の古さ、土着性に求めていた。しかし一四・一
五世紀における都市貴族の実態は、それとは異なっていた。ショイルルもまた、ある程度、そのことを認識していたはず
である。そこには、ショィルルの理想とした都市貴族像の崩壊があり、ショイルルは、とりわけ最古参の都市貴族家系の
ために強い危機感をいだいていたであろう。一方、社会的現実においても、都市貴族の属性である政治的名誉が、都市貴
族家系のあいだの対立によって容易に剥奪されうることを目の当たりにして、ショイルルは危機感をさらにつのらせてい
⑫この間、都市参事会は混乱を避けるべく、宮廷および近隣諸領には
書状で説明をしている。そして皇帝の要請により、特使が宮廷に赴き、
釈明をおこなっている。の【ｏの百日・ＰＰＰの囮①①．なお、このときの
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○『○房》Ｐ四・○・一ｍ・←①．
⑳表１を参照。一三一○年頃からは、ほとんどとぎれることなく、ひ
とりあるいは複数の都市参事会員をおくりだしている。とくに一三一一一
二年以降は顕著である。
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中世後期ニュルンベルクの都市貴族と「名誉」（田中）
道徳・品位を含む全体的なものであり、ショイルルの都市貴族観もそこに結びつく。ショイルルは、知力・道徳・品位と
③ 
いった内的な名誉一目を重視し、都市貴族観を形成していったといえよう。政治的名誉の喪失などの現実を前に、ショイルル
は懐旧的に都市貴族像を描いたのである。しかし実際には、’四・一五世紀における都市貴族家系の新陳代謝の活発さ、
すなわちショィルルのいだいた意識とは逆のありかたこそが、ニュルンベルクの都市貴族統治の安定を導くことになった
という見通しをもっておく必要もあるだろう。
本稿では、中世後期におけるニュルンベルクの都市貴族の実態を、ショイルルの「書簡」に描かれた都市貴族像との関
係、さらに身分を特徴づけていた名誉との関係から検討した。しかし、これらの分析から十分な解明がなされたとはいえ
ない。一六世紀初頭の（知的な）市民の都市貴族認識の特色と、都市貴族の実態との関連を問うなら、同時代における意
味、すなわち、法律顧問官であったショイルルがなぜこのような見解をしめしたのかという点もまた、考察されるべきで
あろう。都市貴族のイデオロギーか。新しい家系をも含めて、都市貴族をラント貴族と同格の身分として正当化する、あ
るいはそれにより都市の自治統治を正当化するためのイデオロギーか。ショイルルの記述を位置づけるためにも、この時
期の都市貴族自身がどのように考えていたのかを含め、考察する必要がある訓。また、冒頭でしめした、より大きな課鼬
への接近、より広い視野での考察を可能にするには、ニュルンベルクがその影響圏にあった上部ドイツ全体の動向をおさ
え、そのなかで、個々の家系の結びつきかた、ならびに個々の家系の対立関係を権力構造をふまえて把握し、そこから都
市貴族支配の安定したニュルンベルクの特質を明らかにする必要があろう。それにより、中世から近世へのドイツの都市
および領邦の構造的展開を把握するための見通しもえられるであろう。いずれもこれからの課題である。
①幻・閥の》：．Ｐの』巨
③一五二一年の舞踏条令もまた、この内的な名誉を重視して都市貴族
②勺昌一く・口の回［のＰｐ§鳶…、§（尊§鳥きき§旨き」河喜家系の固定化、格づけをおこなったといえる。
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以降、’八世紀にいたるまで、上部ドイツの四大帝国都市の都市貴族が「古さ」「高貴さ」を意識していた可能性があることを、第二章
が「貴族」と同価値とみなされるようになったことをうかがわせる。
（二）で指摘しておいた。
、ロ」『の⑭》シ」の一口口」勺四頁目旨［・の．□ロ国。
ったであろう。テッッェル家の事件は、ショイルルが「書簡」を執筆する直前におこったことであった。こうした危機感
を背景に、本来の都市貴族像への回帰への願望が強まっていたとしても不思議ではあるまい。従来の研究でニュルンベル
クの都市貴族の形態の根拠とされてきた「書簡」には、このような理想と現実の差異、および著者の意識がこめられてい
ると解釈できる。さらに、一五一二年の舞踏条令における都市貴族家系の固定化、および「古さ」と「品位」にもとづく
ランクづけがショィルルの都市貴族観に一致したものになったことは、ショイルルの認識が、ある意味で、当時のニュル
ンベルク社会の意識と共有しあうものであったことをしめしているともいえるであろう。
また、都市貴族の政治的名誉はショィルルの認識とどのようにかかわるのか。名誉には、その身分に相応する義務がと
もない、それが専ら社会的な承認をうけることで価値を有する、そのことが重要であった。しかし名誉とは本来、知力．
（京都大学人文科学研究所研究機関研究員京都市左京区高野清水町五二’一一一フラットフジタ三○五）
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